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・年頭のご挨拶

・「第48回川崎市社会福祉大会」開催

・「第29回川崎市保育研究大会」開催

・～翔べ！川崎っこ　輝け世界へ～「第37回川崎市保育まつり」開催

・民生委員児童委員が一斉に改選されました

・「悪質商法に気をつけよう」～あんしんセンターの事例より～

・ボランティア活動振興センター　～待っている人がいます。あなたにできること～

・ご利用ください！あなたの身近な相談窓口　地域福祉情報バンク

・協賛会員を募集しています

・たくさんのご寄付をありがとうございました ～ご寄付お礼～

・インフォメーション ～平成22年度　かわさきボランティア・市民活動フェア　他～
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社会福祉協議会は住民の参加により福祉のまちづくりをすすめる民間組織です
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川崎の社会福祉
イメージキャラクター「ななまるくん」



年頭のご挨拶
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　あけましておめでとうございます。

　市民の皆様におかれましては、ご健勝にて輝かしい新年

を迎えられましたことと心からお喜び申し上げます。また、

日ごろから社会福祉協議会の事業推進に多大なるご支援と

ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、今日、福祉を取り巻く環境は大きく変化し、福祉課題

はより複雑・多様化しております。また、厳しい社会経済・

雇用情勢、地域における人間関係の希薄化は、新たな課題

を顕在化させております。

　このような中、私ども川崎市社会福祉協議会におきまして

は、住民参加の「福祉のまちづくり」の実現と、複雑化する

福祉課題や、社会情勢の変動に即した対応を可能とする

ため、「第２期地域福祉活動推進計画」（平成１９年度～

平成２３年度）に基づき、市民の声を集約できる機能的な

事業体の構築や、福祉ニーズに対応し、継続的に良質な

福祉サービスの提供を行うための福祉人材育成の強化等

に取り組んでおります。

　「第２期地域福祉活動推進計画」の最終年にあたる

本年は、これまで５ヵ年の取り組みを振り返り、点検・評価を

行うとともに、昨今の社会福祉をめぐる情勢をふまえ、第３期

計画の策定に取り組んでまいります。

　また、本年は本会の創設６０年という節目の年にあたり

ます。設立以来、地域福祉の推進を継続してこられました

ことは、ひとえに市民の皆様、とりわけ関係者皆様のご尽力

ご支援と、そして先達の皆様のご熱情の賜物と存じます。

ここに、あらためて心より感謝申し上げます。

　これまで永年にわたり皆様とともに培ってまいりました成果

を活かし、これからも地域福祉の推進に努めてまいりたいと

存じますので、ご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ

ます。

　末筆となりましたが、皆様のご多幸とご健勝をお祈りし、

年頭のご挨拶とさせていただきます。

社会福祉法人

川崎市社会福祉協議会

　あけましておめでとうございます。

　新年を迎え、皆様のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げ

ますとともに、今年一年が明るい話題にあふれた、良い年に

なりますよう願っております。

　昨年を振り返りますと、横須賀線武蔵小杉駅の開業や羽田

空港の国際化により、川崎のポテンシャルがますます高まり

ました。また、サッカーワールドカップにおける川崎フロンターレの

選手の活躍をはじめ、スポーツや音楽・芸術など本市の活力と

魅力が一層輝きを放ちました。

　今年は、「川崎再生フロンティアプラン第３期実行計画」及び

「新たな行財政改革プラン」を策定し、川崎再生の総仕上げ

から「新たな飛躍」につなげる３か年のスタートの年です。

　まず、特別養護老人ホーム、保育所の着実な整備促進、防

犯・防災対策やいまだ厳しい雇用情勢への対応など、市民生

活を支える自治体としての責務をしっかりと果たしてまいります。

　また、羽田空港の国際化にあわせ、成長戦略の道筋を明ら

かにし、川崎臨海部・神奈川口において取り組んできたライフサ

イエンス・環境分野の研究開発拠点の形成による国際競争力

の強化や、本市の最先端の環境技術を活かした国際社会へ

の貢献、市内企業の技術の高度化や人材育成の推進など、

川崎、そして首都圏、日本の成長を牽引していくような取組を

進めます。

　こうした中、川崎駅東口駅前広場の再編整備が完了し、

川崎の玄関口として、環境配慮技術を盛り込んだ賑わいと

ゆとりのある駅前広場に生まれ変わるとともに、臨海部では、

大規模太陽光発電所（メガソーラー）や太陽光発電等ＰＲ施設

が運営を開始します。また、日本初の四年制の映画単科大学と

なる日本映画大学の開学、そして、藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム

の開館など、川崎の魅力を高める新たな地域資源が順次誕生

します。

　今後とも、市民生活の安定確保に取り組むとともに、魅力が

輝き、活力にあふれるまちづくりに全力を傾注してまいります

ので、皆様のご協力をお願いいたします。

社会福祉法人

川崎市社会福祉協議会



　去る１０月１９日（火）、高津市民館を会場に「第２９回川崎市保育研究
大会」を開催しました。講演では明星大学教育学部教授の齋藤政子先生
に「乳幼児の育ちと発達―子育て・子育ちの現状を踏まえて―」をテーマに
ご講演いただきました。また、研究発表では２つの会場に別れ、保育園関係
者が日頃の研究の成果を４つの研究テーマで発表しました。
　この大会は次代を担う子どもたちの幸せを守り、保育園の果たすべき役割
とその機能、保育内容について、共に学びあうことを目的として開催していま
す。当日は川崎市内の公私立認可保育園の関係者だけでなく、民生委員児
童委員、小学校教員、各区子育て支援センター職員の参加も多数あり、大変
充実した大会となりました。

「第29回川崎市保育研究大会」開催

「第48回川崎市社会福祉大会」開催
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式典での合唱の様子

■ 第１部 顕彰式典
　阿部孝夫川崎市長、本会斉藤二郎会長より社会福祉に貢献された方々
へ表彰状と感謝状の授与が次のとおり行われました。

川崎市長表彰
○社会福祉団体役員　８名　　
○民間社会福祉施設従事者　３１名

○ボランティア活動等　１名・３団体

川崎市社会福祉協議会会長表彰
○地域福祉活動への貢献者　３６名
○福祉施設に援助・奉仕した個人・団体　３名
○地域でのボランティア活動等　７団体　

○継続寄附金品寄贈者　６団体

川崎市社会福祉協議会会長感謝

○寄附金品寄贈者　３名・４団体

　去る10月26日（火）、川崎市総合福祉センター（エポックなかはら）
において「第48回川崎市社会福祉大会」を開催しました。この大会
は本会と川崎市の共催により、市内で福祉活動に携わっている方々が集
い、社会福祉活動の一層の推進を誓うとともに、永年にわたり社会福祉
に貢献された方々の功績をたたえることを目的に毎年開催しています。

■ 第2部 記念講演
　「～元気で長生き100歳食～長生きするための食事学入門」
　第２部の記念講演では、食文化史研究の第一人者として活躍されている永山
久夫さんを講師にお迎えし、「～元気で長生き１００歳食～長生きするための食事学
入門」というテーマでご講演をいただきました。永山さんは、古代から明治時代まで、
日本の各時代の食事復元に長年携わり、長寿村の食生活や情報化時代のブレイン・フード（頭脳食）の研究でも有名で、最近
は「不老長寿食」の研究に力をそそいでおられます。
　「最近笑っていますか？」という問いかけから永山さんのお話は始まりました。そして、元気で楽しく長生きするための食事に
ついて、トマトに含まれるリコピンやお茶のカテキン、鰹節に含まれる必須アミノ酸のトリプトファン等の効果や、人生には、お肌・
ホルモン・骨・物覚え・寿命の5つの曲がり角があり、その曲がり角を上手に曲がるためのポイントは食事にあること、また、「笑い」
は長生きの特効薬であり、「笑い」には、お金がかからない・副作用がまったくない・治る力が強くなる・どこでもできる・人間関係が
よくなる等の効果があることなど、永山さんの長年の研究に基づき、ユーモアを交えてわかりやすくお話してくださいました。
　永山さんの笑顔と活力あふれる愉快な語り口で、会場中は元気と笑顔であふれ、長生きの特効薬であると教えていただいた
「笑い」の絶えない素敵な記念講演となりました。
　また、講演終了後には、地域の会食活動に携わっていらっしゃるボランティアさん等より、永山さんのお話から学んだことを今後
の活動に活かしていきたいといったお声もいただきました。



～翔べ！川崎っこ　輝け世界へ～「第37回川崎市保育まつり」開催

民生委員児童委員が一斉に改選されました
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　民生委員は、民生委員法に基づき、社会奉仕の精神をもって、常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な援助

を行い、社会福祉の増進に努めることを任務として配置されている民間の奉仕者です。民生委員は児童福祉法に

基づき、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせるように、子どもたちを見守り、子育ての不安や妊娠中の心配ごと

などの相談・支援等を行うことを任務とする、児童委員を兼務しています。このため、「民生委員児童委員」と

呼ばれています。また、一部の民生委員児童委員は児童に関することを専門的に担当する「主任児童委員」の

指名を受けています。

　民生委員児童委員は市長からの推薦に基づき、厚生労働大臣から委嘱され、任期は３年間です。任期終了時に

は、全国で一斉に民生委員児童委員の改選が行われ、川崎市内の民生委員児童委員も昨年１２月１日を期して

改選されました。

　民生委員児童委員は、「住民の立場に立った相談・支援者」であり、現在、約１，５００人（うち、主任児童委員は

約１１０人）がそれぞれの地域において高齢者の相談や見守り、児童虐待の防止・早期発見のほか、在宅サービスの

情報提供等、地域福祉の推進のために活躍しています。

　具体的には、地域で展開されている高齢者への会食活動・ミニデイサービスやふれあいサロンの運営をとおして

見守りや支援を行っています。また、子育てサロンの運営やこんにちは赤ちゃん事業の訪問員になって子育て中の

母親の相談や支援等を行い、地域の福祉活動の中核となっています。

　なお、このような活動を行うために、民生委員児童委員として基本的な研修や課題別研修を受けて研鑚を図って

います。

【お問い合わせ】
■ 川崎市健康福祉局地域福祉部地域福祉課

TEL：200－2626　FAX：200－3637
■ 川崎市民生委員児童委員協議会

TEL：739－8730　FAX：739－8731

　去る１１月１０日（水）、とどろきアリーナを会場に「第３７回川崎市保育まつり」を開催しました。参加したのは、３月に

川崎市内の認可保育園を卒園する園児約2750名。「交通安全防犯教室」に学び、元ＮＨＫ「おかあさんといっしょ」

の体操のおにいさん、瀬戸口先生の指導でバンダナを振って体をおもいっきり動かし、ボール送りゲームにハラハラ

ドキドキ、最後は「一年生になったら」「ともだちさんか」の大合唱で締めくくりました。

　当日は地域の親子連れ等の参加も目立ちました。川崎市内の認可保育園は、子育て相談や園庭開放等を通して

地域の子育てを支援しており、川崎市保育まつりは、認可保育園の子育て支援センターとしての役割を広く周知する

ことも重要な目的としています。

　また、川崎市保育まつりの運営・準備には、実行委員・

係員・引率者を合わせると２４０名以上の保育園職員が

協力しました。園の壁を越えた保育者の手作りイベン

トであることも川崎市保育まつりの大きな特徴となって

います。

　大盛況の内に幕を閉じた今年の川崎市保育まつり。

たくさんの友だちと楽しく過ごした思い出が子どもたちの

記憶にいつまでも残ることを願っています。






